
都市軸歴史海岸

浦添城跡周辺

協働

　浦添市は、沖縄県本島南部に位置しており、琉球王朝以前は政治、経済、文化の中心で豊かな歴史遺産及び自然資源が豊

かな土地でした。しかしながら、先の大戦や戦後の急激な復興、都市化により歴史遺産や地域の豊かな自然等の資源を失う

とともに、昭和30年代頃からスプロール的な都市化の進行に伴い、自然緑地の減少、住環境の悪化、良好なまちなみの減少

等の様々な都市問題が顕在化してきました。

　そのような中、本市は、これまで、景観形成や住環境改善の実践的な施策を積み重ね、昭和63年に景観整備や壁面緑化

の誘導、市民の意識向上を目的とした浦添市景観形成基本計画を策定し、平成11年には市民参加を促進しかつ市民活動を支

援するまちづくりプラン賞を制定するなど、市民が主体となるまちづくりを進めてきました。また、平成16年（2004年）の景観

法の制定に伴い、本市は平成18年（2006年）に景観行政団体となり、景観法に基づく浦添市景観まちづくり計画を策定し、市

内全域に景観形成に関する規制や誘導を行ってきました。

　浦添市景観まちづくり計画策定から10年以上が経過し、本市を取り巻く状況の変化や新たな課題に対応するとともに、地

域ごとの特色ある景観形成をより推進・保全していくため、この度、「浦添市景観まちづくり計画」を改定いたしました。

　また改定に伴い、景観法に基づく届出様式の変更や新たな制度に関する届出様式の追加を行いました。令和4年4月1日以

降の届け出は改定後の各種届出様式で手続きを行ってください。

浦添市景観まちづくり計画　改定



　本市の良好な景観は、骨格的な資源（自然、歴史・文化、都市施設、市街地、眺望）と、各地域の特性に応

じた個別の景観特性が単独、もしくは隣り合い、重なりあって形成されています。特定の区域を切り取って「景

観保全、形成を図る必要のない区域」として景観計画の対象から外すことは困難となっていることから、良好

な景観形成に関する取組みは市域全体で総合的かつ計画的に進めていく必要があります。このため、「市域全体」

を景観計画区域として設定します。



道路は、広域幹線の国道58号、330号、それを補う景道38号線、153号線、241
号線及び新たに臨海道路浦添線や都市モノレールにより道路ネットワークが
形成されている。沿道はほとんど宅地化され、国道58号、県道38号線沿線は、
商菜・業務機能が集積し、沿道景観を特徴づけている。河川は、市の北側を牧
港川、中央を小湾川、南側を安謝川が流れている。田園地域、市街地を流れ、
変化に富む河川景観だが、親水性には乏しい。

２．景観特性

３．良好な景観まちづくりの方針

３－１．協働の景観まちづくりの方針

協
働
の
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
方
針



３．良好な景観まちづくりの方針

３－２．骨格別景観まちづくりの方針
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３－３．類型別まちづくりの方針
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４．土地利用ゾーン及び高さの制限

ゾーン
区域

概 況 景観形成の目標

歴史・文
化ゾーン

・浦添城（グスク）跡及び伊祖城（グスク）跡にかけての一帯は、
先史時代から古琉球に至るまでの貴重な遺跡が数多く分布す
る地域です。

・本市の地形的特徴である浦添断層崖や丘陵地の緑地等により
自然景観を形成する地域です。

・浦添グスクの世界遺産追加登録を目指し、グスク周辺のバッ
ファゾーンとして良好な景観形成を推進する地域です。

浦添グスク及び伊祖グスクへ連なる緑
地帯の眺望景観を保全し、歴史や地域
文化を感じられる浦添グスクの麓にふ
さわしいまちなみ景観形成を推進しま
す。

市街地
ゾーン

・土地区画整理事業や民間開発により住宅地として住環境の整
備が進められた地域です。

・古くから本市の成長と共に住宅地を形成してきた地域で拝所
や共同井戸等の地域資源が点在する地域です。

良好な住環境を保全し、落ち着きのあ
るまちなみ及び、地域の特性にふさわ
しい景観形成に努めます。

商業・工
業・流通
業務ゾー
ン

・本市の商業、業務機能が集積する地域です。
・西洲商業団地に関しては、建築協定により、流通業務地とし

ての土地利用と共に緑地帯の確保等、事業者等が良好な都市
環境の整備に努めている地域です。

・市内外から企業の進出・集積化の促進を図る地域です。

個性的で賑わいと活力のある空間を創
出し、まとまりのある景観形成を推進
します。

住居・交
流ゲート
ゾーン

・沖縄都市モノレールてだこ浦西駅を中心とした区画整理事業
によりまちづくりを進める地域です。

・てだこ浦西駅、Ｐ＆Ｒ、沖縄自動車道ＩＣの整備により総合交
通結節点として機能を有する地域です。

・賑わいを創出させる複合商業施設と土地区画整理事業で整備
された住宅地区、伝統集落地区が近接する地域です。

浦添の新たな東の玄関口にふさわしい
良好なまちなみ景観形成に努めます。

西部開発
ゾーン

・屋富祖、城間、港川地先の海岸域から空寿崎（カーミジー）
においてサンゴ礁に囲まれたイノー（礁池）を有する地域で
す。

・臨港道路浦添線や大型商業施設が立地する西海岸埋立地区と
牧港補給地区（キャンプ・キンザー）の跡地利用により、豊
かな海域環境を保全しつつ、新たなまちづくりを進める地域
です。

西海岸における貴重な自然環境の保全
により、人と自然が共生し、各地域の
特色を活かすとともに、跡地利用計画
と連携を図り一体的かつ新たな都市景
観の形成に取り組みます。

４-１．土地利用ゾーン区域図



　本市の地形特性や標高を踏まえ、視点場からのシュミューションにより、土地利用ゾーンごとの定量的な高さ制限

を以下のように設ける。

　なお、各ゾーンの境に位置するもしくは隣接する敷地等は、景観まちづくり係と調整が必要となります。また、敷地、

地形、周辺環境等の状況により、やむを得ず最高高さを超える恐れがある場合は、本市景観まちづくり審議会で検討

することがあります。

４．土地利用ゾーン及び高さの制限

４-２．土地利用ゾーン別の高さの制限



５．行為ごとの景観形成基準

・周辺の景観と調和し圧迫感を与えないような配置とする。
・壁面等はできる範囲で前面道路から後退し、通りと一体となってうるおいとにぎわいのある空間づくり
に努める。

・敷地内の既存のまとまった緑地や老木等を活かすよう努める。
・市街化調整区域内での農地利用に際しては、建造物等が目立たないよう配置する。
・壁面等はできる範囲で敷地境界から後退し、敷地内に日だまりとゆとりを確保するよう工夫する。
・多くの人が集まる主要な視点場からの緑の両翼の稜線が分断されないよう建造物の配置を工夫する。
・グスク、カーや御嶽などの聖地、クサティ森、河川、海岸などの地域資源に配慮した配置計画とする。
・太陽光等発電設備は、周辺の景観との調和に配慮するとともに、道路や公園などの公共空間から目立たない
よう高さや配置などを工夫すること。

５-１．建築物および工作物

ただし、敷地、地形、周辺環境等の状況により、やむを得ず最高限度高さを超えるおそれがある場合は、市長が浦
添市景観まちづくり審議会の意見を聴いて、良好な景観の形成に支障がないと認めた場合はこの限りでない。

・建築物の外壁又は工作物の大部分を占める色彩(基調色)は、落ち着いた色彩を基調とし、周辺の景観と調和
した色彩とする。

・けばけばしい色彩は用いず、企業ロゴなどのアクセントカラーを効果的に用いるなど工夫する。

基
調
色

色　相

YR～Y

その他

マンセル値

明度7以上、彩度4以下

明度8以上、彩度4以下

使用できる場所

壁面全体

壁面全体

ただし、木材、石材、素焼き、コンクリート、金属、ガラス等の素材色は除く。

・意匠的に補助色を用いたい場合は、下記の表の色相・マンセル値の範囲内で、各壁面の20％以下において使
用できることとする。

・外観のアクセントとして、上記の明度・彩度の範囲外の色を用いる場合は、各壁面の10％以下において使用で
きることとする。

・また、浦添市景観まちづくり審議会の承認を得たもの或いは、歴史的又は文化的な事由により、当該色相以外の
使用が社会通念上認められている場合は、その限りでない。

・太陽光等発電設備は、周辺景観との調和に配慮した太陽光パネルや付帯設備等の色彩とする。

補
助
色

色　相

YR～Y

その他

マンセル値
明度7以上、彩度6以下
明度7以上、彩度4以下

使用できる場所
壁面全体
壁面全体

ただし、アクセント色を用いない場合は、各壁面の30％以下とする。

　　　　　　　 対象ゾーン
歴史・文化ゾーン
住居・交流ゲートゾーン
住居・交流ゲートゾーン(てだこ浦西駅周辺)
市街地ゾーン（国道330号東側・西側）
商業・工業・業務流通ゾーン(北側)
商業・工業・業務流通ゾーン(南側)
西部開発ゾーン

　　　　　　　標高高さ
標高140ｍ以下
標高120ｍ以下
標高140ｍ以下
標高120ｍ以下(東側)・80ｍ以下(西側)
標高　75ｍ以下
標高　70ｍ以下
　　　未設定

項目 景観形成基準 ■イメージ
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・周辺の景観と調和し圧迫感を与えないような形態や色彩、意匠とする。
・本市の特徴ある微地形を活かすよう工夫する。
・建築物が大規模になる場合は、分節化、分散配置などに工夫する。
・グスク、カーや御嶽などの聖地、クサティ森、河川、海岸などの地域資源に配慮した、形態や色彩、意匠を
工夫する。

・都市を貫く軸線地区では、通りの起伏などに配慮して、形態や色彩、意匠を工夫する。また、商業施設について
は、ショーウィンドーやシャッター等のデザインにも配慮する。

・市街化調整区域内では、目立たないよう形態や色彩、意匠を工夫する。
・多くの人が集まる主要な視点場から緑の両翼の稜線（スカイライン）が分断されないよう高さ、規模、形態を工
夫する。

・緑の両翼地区では、高さ、規模、形態、色彩等を工夫し、風景を支配しないようにする。
・歴史・文化のよりどころ地区では、歴史的地区にふさわしい形態や色彩、意匠等となるよう工夫する。
・建築物の高さは、次表のとおりゾーンごとに定める。

・周辺景観と調和した、素材を使用するよう努める。
・赤瓦や琉球石灰岩など地域性をあらわす素材を効果的に活用する。特に、歴史文化のよりどころ地区では、歴
史的地区にふさわしい素材の活用に心がけることとする。

・外構の仕上げ材は、積極的に浸透性のある舗装材を使用するよう努める。
・耐久性や維持管理に優れた素材を用いるよう努める。

・周辺景観と調和した敷地内緑化や壁面緑化、屋上緑化などに努める。特に、緑の両翼地区や水と緑の大循環
地区では、重点的に緑化に心がけることとする。

・塀・柵等は低く抑え、生垣、緑化などを行い、日だまりとゆとりを確保するよう工夫する。
・屋外駐車場は、舗装材やパーゴラなど積極的に駐車場緑化に努める。
・原則として敷地面積の5％以上の緑地（緑地率）を設けることとし、それらを間口の1／4以上に配置するよう

工夫する。または、当該敷地を正面から見た構図によって、緑の占める比率（緑視率）を原則として10％以上確
保することとする。

・なお、敷地面積で1,000㎡を超える事務所、宿泊施設、商業施設等は、緑地率と緑視率共に5％を上乗せする。
・間口の延長が8ｍ未満もしくは敷地面積が100㎡未満の敷地で、緑化基準に関して緩和の適用を受けたい場

合は、事前に景観まちづくり係と協議を行うこと。
・太陽光等発電設備について、緑の両翼地区及び水と緑の大循環地区では、敷地境界周辺に植栽を施す、又は

周辺部の樹木等を保全することとする。
・太陽光等発電設備について、道路や公園などの公共空間に面する部分は、植栽を施し修景に努める。

・屋外設備は、露出させないようにし、修景措置を講ずること。やむを得ず露出させる場合は公共空間から見
えにくい位置に設置するよう努めること。

・鉄塔類の立地は、できるだけ大規模にならないよう、また目立たないよう工夫する。
・安全性や美観に配慮した節度あるサインとする。
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５-２．開発行為

５-３．屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の物件の堆積

特定届出対象行為(浦添市景観まちづくり条例第16条、第17条及び第19条関係)

商業・工業・流通業務ゾーン及び西部開発ゾーン

場所(土地利用ゾーン)行為 規模

変更命令

景観形成基準項目

景観形成基準項目

景観形成基準項目

歴史・文化ゾーン、住居・交流ゾーン及び市街地ゾーン

⑬太陽光発電設備（対象規模は、条例を参照）

高さが15m超えるもの又は建築面積が1,000㎡以上のもの

高さが10m超えるもの又は建築面積が500㎡以上のもの

ただし、景観法第17条第１項の規定に基づき本市条例第19条で定めた特定届出対象行為（建築物及び工作物）に係る法第８条第４項第２号の
規制又は措置の基準については、以下の事項を適用するものとします。

・建築物の外壁又は工作物の大部分を占める色彩（基調色）は、色相YR〜Yの範囲では明度７以上・彩度４以下、その他では、明度
８以上・彩度４以下の範囲の色彩とする。ただし、木材、石材、素焼き、コンクリート、金属、ガラス等の素材色は除く。

・補助色を用いる場合は、色相YR〜Yの範囲では明度７以上・彩度６以下、その他では、明度７以上・彩度４以下の範囲内で、各壁面
の20％以下において使用できることとする。ただし、アクセント色を用いない場合は、各壁面の30％以下とする。

・外観のアクセントとして、上記の明度・彩度の範囲外の色を用いる場合は、各壁面の10％以下において使用できることとする。

高さが13ｍ（当該工作物が建築物と一体となって
設置される場合にあっては、当該工作物の高さが
５ｍかつ地盤面から当該工作物の上端までの高さ
が13ｍ）を超えるもの又は建築面積が500㎡超える
もの

・原則として開発による各宅地には、各宅地面積の５％以上の植栽が行われるスペースを設
け、間口の1／４ 以上を道路に面するよう配置する。

堆積の高さが５ｍを超えるもの又はその用途に供される土地の面積
が1,000㎡を超えるもの

５-４．土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘採

景観形成基準項目

規模行為

規模行為

規模行為

屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の物件の堆積

土地の開墾、土石の採取、鉱物の掘採

※一部抜粋して掲載。その他の基準は「浦添市景観まちづくり計画」（改定版）を参照。

届出対象行為（浦添市景観まちづくり条例第16条関係）

届出対象行為（浦添市景観まちづくり条例第16条関係）

※一部抜粋して掲載。その
他の項目は、条例又は「浦
添市景観まちづくり計画」
（改定版）を参照



５-５．土地の形質の変更

景観形成基準項目

規模行為

６．届出に必要な添付書類

土地の形質の変更

２工作物の新設、増築、改築若しくは
移転、外観を変更することとなる修
繕若しくは模様替又は色彩の変更

  （法第16条第１項第２号関係）

４屋外における土石、廃棄物、再生
資源その他の物件の堆積

５土地の開墾、土石の採取、鉱物の
掘採

６土地の形質の変更

（縮尺1/500程度）

（縮尺1/500程度）

（縮尺1/500程度）

（縮尺1/500程度）

（縮尺1/500程度）

（縮尺1/500程度）

（縮尺1/500程度）

（縮尺1/500程度）

（縮尺1/500程度）

届出対象行為（浦添市景観まちづくり条例第16条関係）



②特定規模以上の建築物等

景観まちづくり条例に基づく「事前協議書」の提出

①仲間重点地区内に計画する
建築物・工作物

事前協議の終了

・建築物等の高さが35ｍを超えるもの
又は延床面積3,000㎡を超えるもの
・景観計画における最高限度高さの制
限の緩和を受けるもの

景観まちづくり審議会・景観アド
バイザーへ意見聴取

計画内容の確認・助言

(届出行為等の90日前)(届出行為等の30日前)

７．届出行為手続きの流れ

景観法に基づく「行為届出書」の提出

「行為の完了（中止）届出書」の提出

届出行為が完了・中止したときは速やかに提出

計画の変更を行う場合には「行為変更届出書」の提出

行為の着手

左記①②の項目以外で
景観計画域内において届出対
象に該当する行為を行う計画

事前協議を必要としない計画

類書付添な要必式様等出届出提な主

浦添市景観計画区域内事前協議書 前項の①〜⑦の書類をまとめて1部とし、正副2部を提出してください。

浦添市建築物等の高さ制限の緩和申請書 上記の書類のほか、緩和が必要な理由を示す資料。

浦添市景観計画区域内行為届出書
浦添市景観計画区域内行為通知書

行為の種類に応じて前項の①〜⑩の書類をまとめて1部とし、正副2部を
提出してください。
※事前協議を行い、書類内容が同一の場合は添付を省略できる。

浦添市景観計画区域内行為変更届出書 前項の①〜⑦の書類をまとめて1部とし、正副2部を提出してください。

浦添市景観計画区域内行為の完了（中
止）届出書

届出に係る行為が完了した後の建築物又は工作物の外観及び敷地
内の状況を示す写真並びにその完成図(配置図、平面図、立面図)を
1部提出してください。

６．行為ごとの景観形成基準

※基準に適合しない場合は景観まちづくり
審議会景観アドバイザーへ意見聴取等を
行う。



８．景観まちづくり計画の体系

９．お問い合わせ先

TEL:098-876-1234（内線4071，4072）
FAX:098-876-7138

都市建設部　美らまち推進課　景観まちづくり係


